
新
しん

米
まい

をはじめ、さまざまな農
のう

作
さく

物
ぶつ

が収
しゅう

穫
かく

の時
じ

期
き

を迎
むか

えています。サンマやサケなどの魚
さかな

も脂
あぶら

がのっ

ておいしい季
き

節
せつ

です。このように秋
あき

は旬
しゅん

の食
た

べ物
もの

が豊
ほう

富
ふ

で、気
き

候
こう

も過
す

ごしやすく食
しょく

欲
よく

が増
ま

すことから

「味
み

覚
かく

の秋
あき

」や「食
しょく

欲
よく

の秋
あき

」といわれます。 

食
しょく

事
じ

のとき、テレビやスマートフォンを見
み

ながらダラダラ食
た

べていませんか? 食
しょく

事
じ

に集
しゅう

中
ちゅう

してよ

く味
あじ

わうことで、満
まん

足
ぞく

感
かん

が高
たか

まり、心
こころ

も体
からだ

もリフレッシュできます。五
ご

感
かん

を使
つか

って味
あじ

わい、「味
み

覚
かく

の

秋
あき

」を楽
たの

しみましょう。 

五
ご

感
かん

とは、味
み

覚
かく

・視
し

覚
かく

・聴
ちょう

覚
かく

・嗅
きゅう

覚
かく

・触
しょっ

覚
かく

の５つの感
かん

覚
かく

のことです。このうち舌
した

で感
かん

じるのが

「味
み

覚
かく

」ですが、実
じつ

はそれ以
い

外
がい

の４つの感
かん

覚
かく

も、食
た

べ物
もの

のおいしさに深
ふか

く関
かか

わっています。食
た

べると

きに五
ご

感
かん

を意
い

識
しき

してみょう。 

 

10月
がつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

「旬
しゅん

の食
た

べ物
もの

について知
し

ろう」 

 

給食だより 10月号 

 

Q食 料
しょくりょう

を輸入
ゆにゅう

に頼
たよ

っているとどうなるの？   

 

A日本
に ほ ん

は、食
た

べ物
もの

の多
おお

くを外
がい

国産
こくさん

に頼
たよ

っているため、世界
せ か い

のできごとの影響
えいきょう

を受
う

けやすくなっていま

す。例
たと

えば世界的
せかいてき

な人口
じんこう

増加
ぞ う か

で食 料
しょくりょう

が足
た

りなくなったり、外国
がいこく

の経済
けいざい

事情
じじょう

で輸入
ゆにゅう

ができなくなった

り、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

や異常
いじょう

気象
きしょう

で収穫量
しゅうかくりょう

が減
へ

ったりすることも考
かんが

えられます。安心
あんしん

して食
た

べるために

は、食 料
しょくりょう

自給率
じきゅうりつ

を上
あ

げることが必要
ひつよう

です。 
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 国
くに

では、10月
がつ

を「食
しょく

品
ひん

ロス削
さく

減
げん

月
げっ

間
かん

」、10月
がつ

30日
にち

を「食
しょく

品
ひん

ロス削
さく

減
げん

の日
ひ

」と定
さだ

めています。 

食
しょく

品
ひん

ロスとは、まだ食
た

べられるのに捨
す

てられてしまう食
しょく

品
ひん

のことです。現
げん

在
ざい

、日
に

本
ほん

の食
しょく

料
りょう

自
じ

給
きゅう

率
りつ

は約
やく

38％（カロリーベース）※1と、多
おお

くを海
かい

外
がい

からの輸
ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

っています。それにもか

かわらず、年
ねん

間
かん

約
やく

461万
まん

トン（推
すい

計
けい

値
ち

）もの食
しょく

品
ひん

ロスが発
はっ

生
せい

しています※2。これは、１
ひと

人
り

１日
にち

当
あ

たり、おにぎり１個
こ

分
ぶん

を捨
す

てている量
りょう

に相
そう

当
とう

します。食
しょく

品
ひん

ロスを減
へ

らすことは、地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

を守
まも

り、限
かぎ

りある資
し

源
げん

を大
たい

切
せつ

にすることにつながります。まずは、身
み

近
ぢか

なところから「もった

いない」を減
へ

らしていきましょう。 
※1：農林水産省（令和６年度）  ※2：消費者庁・環境省・農林水産省（令和６年度） 


